
東方書店ホームページ〈中国・本の情報館〉http://www.toho-shoten.co.jp/

　

中
国
に
関
心
を
抱
く
人
を
対
象
と
し
て
い
る

本
誌
に
『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
帽
子
』
な
ん
て
い

う
書
物
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
な
ん
て
、

何
か
の
間
違
い
じ
ゃ
な
い
の
か
。
そ
う
思
う
人

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
明

末
中
国
と
、
中
国
を
目
指
し
て
悪
戦
苦
闘
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
扱
っ
た
、
立
派
な
中
国
文
化

史
、
一
七
世
紀
の
東
西
交
流
史
の
研
究
書
な
の

で
あ
る
。

　

昨
今
の
日
本
で
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
ブ
ー
ム
は

す
さ
ま
じ
い
。
そ
の
人
気
は
、
今
や
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
を
上
回
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
を
扱
っ
た
書
物
や
雑
誌
記
事
も

少
な
く
な
い
。
そ
の
中
に
は
、
小
林
頼
子
教
授

の『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
論―

―

神
話
解
体
の
試
み
』

（
八
木
書
房
、
一
九
九
八
年
）、
同
『
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
の
世
界―

―

一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
風
俗
画
の

軌
跡
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
九
年
）、
同

『
牛
乳
を
注
ぐ
女―

―

画
家
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の

誕
生
』（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
、二
〇
〇
七
年
）

の
よ
う
な
優
れ
た
学
術
書
、啓
蒙
書
も
あ
る
が
、

ひ
ど
い
も
の
に
な
る
と
、
ど
こ
か
の
ル
ポ
ラ
イ

タ
ー
や
、
お
嬢
さ
ん
作
家
が
、
わ
ず
か
三
十
数

点
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
全
作
品
（
但
し
、
一
九
九

〇
年
に
ボ
ス
ト
ン
の
イ
ザ
ベ
ラ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
美
術

館
か
ら
盗
ま
れ
て
杳
と
し
て
行
方
が
分
か
ら
な
い

『
合
奏
』
は
除
く
）
を
所
蔵
し
て
い
る
西
洋
各
地

の
美
術
館
を
見
て
回
っ
た
時
の
感
想
を
、
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
作
品
の
図
版
に
添
え
た
だ
け
の
や
っ

つ
け
仕
事
ま
で
あ
る
。
そ
ん
な
も
の
で
も
結
構

な
売
れ
行
き
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　

海
の
向
こ
う
の
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も

事
情
は
似
た
り
よ
っ
た
り
で
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル

を
題
材
に
し
た
美
術
書
や
小
説
、
映
画
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
が
相
次
い
で
公
に
さ
れ
て
い
る
。
私

が
本
書
と
巡
り
合
っ
た
の
は
、
今
年
の
二
月
、

ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文

書
館
に
史
料
収
集
に
出
か
け
た
時
で
あ
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど
週
末

で
あ
り
、
公
文
書
館
が
開
か
な
い
の
を
幸
い
、

地
元
の
国
立
絵
画
館（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

に
出
か
け
、
こ
こ
に
あ
る
四
点
の
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
作
品
（
と
い
っ
て
も
、『
フ
ル
ー
ト
を
持
つ
女
』

は
、
後
代
の
模
作
と
認
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
し
、

傑
作
『
赤
い
帽
子
の
女
』
も
小
林
教
授
に
よ
れ
ば

偽
作
で
あ
る
と
い
う
が
）
を
、
初
め
て
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
地
下
に
あ
る
美
術
書

コ
ー
ナ
ー
を
冷
や
か
し
、
新
刊
書
コ
ー
ナ
ー
に

平
積
み
さ
れ
て
い
た
の
が
、
刊
行
さ
れ
た
ば
か
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り
の
本
書
で
あ
る
。
普
通
な
ら
、
あ
っ
さ
り
通

り
す
ぎ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
が
、
見
覚
え
の
あ

る
研
究
者
の
名
前
が
著
者
名
に
あ
る
の
が
目
に

と
ま
り
、
思
わ
ず
本
を
手
に
取
っ
て
扉
を
開
い

て
み
た
。

　

直
感
は
当
た
っ
て
い
た
。
本
書
は
、
世
界
的

な
評
価
を
得
た
明
末
商
業
文
化
の
研
究
、The 

Confusions of Pleasure: Com
m
erce and 

Culture in M
ing China

 

（U
niversity of 

California Press, 1998

）、
あ
る
い
は
天
安
門

事
件
を
扱
っ
た
、Quelling the People: The

M
ilitary Suppression of the Beijing 

Dem
ocracy M

ovem
ent 

（N
ew
 Y
ork: O

xford 
U
niversity Press, 1992

）
や
最
近
は
日
中
戦
争

期
の
対
日
協
力
者
を
扱
っ
たCollaboration: 

Japanese A
gents and Chinese Elites 

in W
artim

e China 

（H
arvard U

niversity 
Press, 2005

）
と
い
っ
た
問
題
作
を
次
々
と
刊

行
す
る
カ
ナ
ダ
き
っ
て
の
中
国
史
研
究
者
の
最

新
作
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
早
速
、
一
冊
を
買
い

求
め
、帰
国
す
る
飛
行
機
の
中
で
読
み
始
め
た
。

　

本
書
は
、
読
者
を
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
作
品
中

六
点
を
、
一
七
世
紀
前
半
期
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
状
況
に
誘
う
扉
と
し
て
扱
っ
た
優

れ
た
歴
史
絵
巻
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
作
品
は
、
①
『
デ
ル
フ
ト
眺

望
』（
デ
ン
・
ハ
ー
グ
、
マ
ウ
リ
ッ
ツ
ハ
ウ
ス
美
術

館
所
蔵
）、
②
『
士
官
と
笑
う
娘
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
フ
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
）、
③
『
窓

辺
で
手
紙
を
読
む
娘
』（
ド
レ
ス
デ
ン
、
国
立
絵

画
館
所
蔵
）、
④
『
地
理
学
者
』（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
・
ア
ン
・
マ
イ
ン
、
シ
ュ
テ
ー
デ
ル
美
術
研
究
所

所
蔵
）、
⑤
「
天
秤
を
持
つ
女
」（
ワ
シ
ン
ト
ン
、

国
立
絵
画
館
所
蔵
）、
⑥
『
マ
リ
ア
と
マ
ル
タ
の

家
の
キ
リ
ス
ト
』（
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
国
立
絵
画
館
所
蔵
）
で
あ
り
、
⑥
以
外

は
全
て
カ
ラ
ー
図
版
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
、
こ
の
書
評
が
出
る
頃
に
東
京
で
開

催
さ
れ
て
い
る
八
年
ぶ
り
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
展

（
八
月
二
日
〜
一
二
月
一
四
日
、
東
京
都
美
術
館
）

に
出
品
さ
れ
て
い
る
の
は
、
⑥
の
み
で
あ
る
。

　

と
い
っ
て
も
、
③
は
三
年
前
の
「
日
本
に
お

け
る
ド
イ
ツ
年
」
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

ド
レ
ス
デ
ン
美
術
館
展
で
も
来
日
し
て
い
た

し
、
は
る
か
以
前
、
一
九
七
五
年
に
日
本
で
初

公
開
さ
れ
た
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
作
品
だ
っ
た
。
ま

た
、
④
と
⑤
は
八
年
前
に
大
阪
で
開
か
れ
た

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
展
で
展
示
公
開
さ
れ
た
か
ら
、
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読
者
諸
氏
の
中
に
も
既
に
御
覧
に
な
っ
た
こ
と

の
あ
る
方
も
多
い
と
思
う
が
。

　

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
作
品
を
対
象
と
す
る
美
術
史

研
究
な
ら
ば
、
作
品
の
成
立
時
期
、
そ
の
テ
ー

マ
や
構
図
、
あ
る
い
は
作
者
そ
の
人
が
置
か
れ

て
い
た
歴
史
状
況
等
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
が
、こ
こ
で
著
者
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、

上
記
六
点
の
作
品
の
背
景
や
小
道
具
と
な
っ
て

い
る
帽
子
や
陶
磁
器
の
皿
、
銀
貨
、
あ
る
い
は

モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
の
服
装
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
漱
石
の
『
草
枕
』
を
思
わ
せ
る
叙

述
で
始
ま
る
。
一
九
七
一
年
の
夏
、
当
時
二
〇

歳
だ
っ
た
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
青
年
は
、

ア
ド
リ
ア
海
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
と
抜
け

る
旅
に
出
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
買
っ
た
自

転
車
に
乗
っ
て
低
地
地
方
を
抜
け
る
途
中
で

雨
に
降
ら
れ
、
対
向
車
線
か
ら
や
っ
て
き
た
ト

ラ
ッ
ク
を
よ
け
よ
う
と
し
て
水
た
ま
り
に
転
倒

し
て
泥
ま
み
れ
に
な
り
、
近
く
の
家
に
し
ば
し

の
雨
宿
り
を
求
め
た
。
一
部
始
終
を
見
て
い
た

親
切
な
未
亡
人
の
好
意
で
、
無
料
で
夕
食
と
風

呂
の
提
供
だ
け
で
な
く
一
夜
の
宿
の
提
供
ま
で

受
け
た
ブ
ル
ッ
ク
青
年
は
、
翌
朝
別
れ
際
に
、

こ
の
未
亡
人
か
ら
こ
の
土
地
の
風
景
の
絵
葉
書

を
何
枚
か
記
念
品
に
と
っ
て
お
け
と
手
渡
さ

れ
、
そ
の
中
の
幾
つ
か
を
見
に
行
っ
て
み
ろ
と

促
さ
れ
た
。
そ
の
土
地
こ
そ
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル

の
生
ま
れ
た
デ
ル
フ
ト
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
何

枚
か
の
絵
葉
書
の
一
枚
に
写
っ
て
い
た
の
が
、

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
が
埋
葬
さ
れ
た
旧
教
会
だ
っ

た
。
こ
れ
が
著
者
と
デ
ル
フ
ト
、
そ
し
て
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
と
の
な
れ
初
め
で
あ
る
。

　

こ
の
後
著
者
は
読
者
を
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
作

品
を
扉
に
一
七
世
紀
前
半
の
世
界
へ
と
誘
っ
て

行
く
。
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
プ
ル
ー
ス
ト

の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
も
引
用
さ
れ

た
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
景
画
の
最
高
傑
作
の
一
つ
、

『
デ
ル
フ
ト
眺
望
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
が

ま
ず
注
目
し
て
い
る
の
は
、
絵
の
中
に
描
か
れ

た
、
運
河
の
向
こ
う
岸
に
修
理
中
の
た
め
に
停

泊
し
て
い
た
マ
ス
ト
の
無
い
船
で
あ
る
。
著
者

に
よ
れ
ば
、
こ
の
船
は
、
ニ
シ
ン
漁
に
出
て
い

た
船
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
船

が
こ
ん
な
所
に
停
泊
し
て
い
た
の
か
。そ
れ
は
、

こ
の
時
代
の
世
界
的
な
「
小
氷
河
期
」
と
関
係

が
あ
る
。「
地
球
温
暖
化
」
に
お
の
の
く
現
在

と
は
正
反
対
に
、
当
時
は
世
界
的
な
気
候
寒
冷

化
の
時
代
で
あ
っ
た
。
北
極
の
氷
が
増
え
た
影

響
で
、
ニ
シ
ン
の
群
れ
が
南
下
し
た
た
め
に
、

オ
ラ
ン
ダ
漁
業
が
隆
盛
を
迎
え
、
そ
の
漁
船
が

画
家
の
目
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ

沿
岸
に
ニ
シ
ン
の
群
れ
を
追
い
や
っ
た
気
候
寒

冷
化
は
、
同
時
に
一
五
七
〇
年
代
か
ら
一
六
六

〇
年
代
に
か
け
て
世
界
で
ペ
ス
ト
を
大
流
行
さ

せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
多
数
の
死
者
を
出
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
中
国
で
は
李
自
成
の
乱
と

明
王
朝
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
冷
害
を
引
き
起
こ

し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
を
結
び

つ
け
る
も
の
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
が
、
左

側
に
描
か
れ
た
建
物
の
赤
い
屋
根
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）

の
保
税
倉
庫
な
の
だ
そ
う
だ
。
デ
ル
フ
ト
は
オ

ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
拠
点
の
一
つ
で
あ

り
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
国
に
居
て
も
大
し
た
暮

ら
し
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
無
数
の
オ
ラ
ン
ダ

人
が
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
船
の
乗
員

と
な
っ
て
ア
ジ
ア
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
多
く
は
、
二
度
と
故
郷
の
地
を
見
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。

　

当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
は
、
宿
敵
ス
ペ
イ
ン

－

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
と
ア
ジ
ア
貿
易
の
覇
権
を
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競
っ
て
お
り
、
そ
の
究
極
の
目
的
地
は
中
国
で

あ
っ
た
。
本
書
は
、
中
国
へ
の
交
易
ル
ー
ト
開

拓
の
情
熱
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
、
北
米
大
陸
五

大
湖
北
部
沿
岸
地
帯
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
湾
一
帯
を

探
検
し
、先
住
民
族
と
の
交
戦
、交
易
を
行
な
っ

た
フ
ラ
ン
ス
人
探
検
家
の
活
動
が
第
二
章
で
扱

わ
れ
る
。
こ
の
探
検
家
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
持
ち
込
ま
れ
た
の
が
ビ
ー
バ
ー
の
毛
皮
で
あ

り
、
こ
れ
が
本
書
の
表
紙
を
飾
る
『
士
官
と
笑

う
娘
』
に
後
ろ
姿
だ
け
が
描
か
れ
た
オ
ラ
ン
ダ

士
官
の
帽
子
の
素
材
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
中
国
に
対
す
る
憧
れ

が
ど
れ
ほ
ど
物
凄
い
も
の
だ
っ
た
か
は
、
本

書
に
カ
ラ
ー
図
版
が
引
用
さ
れ
た
、
デ
ル
フ
ト

の
ラ
ン
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
テ
ン
美
術
館

が
保
有
す
る
デ
ル
フ
ト
製
の
陶
磁
器
の
大
皿
に

よ
っ
て
例
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
多
く
の
陶
磁
器
に
描
か
れ
た

絵
画
か
ら
得
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
が
独
自
の
想
像
力
に
よ
っ
て
再
現
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

本
書
を
読
ん
で
い
ち
ば
ん
驚
か
さ
れ
た
の

は
、
中
国
陶
磁
に
描
か
れ
た
空
間
処
理
の
技
法

が
、『
デ
ル
フ
ト
眺
望
』に
見
て
取
れ
る
と
い
う
、

著
者
の
指
摘
で
あ
る
。
実
証
出
来
る
根
拠
は
、

今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
フ
ェ
ル

メ
ー
ル
が
デ
ル
フ
ト
に
持
ち
込
ま
れ
た
無
数
の

中
国
陶
磁
の
装
飾
技
法
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い

た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
。

　
『
窓
辺
で
手
紙
を
読
む
娘
』
に
描
か
れ
た
、

果
物
を
盛
っ
た
中
国
陶
磁
の
皿
、
世
界
中
か
ら

オ
ラ
ン
ダ
商
船
が
持
ち
帰
っ
た
情
報
を
地
図
に

落
と
し
て
行
く
作
業
中
の
地
理
学
者
を
描
い
た

の
で
あ
ろ
う
、『
地
理
学
者
』
な
ど
を
狂
言
回

し
に
、
著
者
は
史
上
初
め
て
実
現
し
た
、
新

大
陸
を
含
め
た
海
路
に
よ
る
東
西
交
易
の
姿
と

風
前
の
灯
火
と
な
っ
て
い
た
明
代
中
国
の
権
力

者
、
士
大
夫
知
識
人
を
描
く
。
こ
の
時
代
を
象

徴
す
る
商
品
と
し
て
著
者
が
取
り
上
げ
て
い
る

の
は
、タ
バ
コ
と
銀
で
あ
る
。国
際
通
貨
と
な
っ

た
銀
地
金
、
あ
る
い
は
ス
ペ
イ
ン
ド
ル
銀
貨
の

重
要
性
は
、
日
本
の
歴
史
研
究
者
に
と
っ
て
周

知
の
史
実
で
あ
る
が
、
タ
バ
コ
が
東
西
社
会
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
行
く
過
程
の
描
写
は
、
他
の

類
書
に
は
見
ら
れ
な
い
、
大
変
興
味
深
い
も
の

で
あ
る
。

　

本
書
を
読
む
と
、フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
名
画
が
、

新
大
陸
を
含
め
た
歴
史
上
初
の
海
路
に
よ
る
東

西
交
易
の
本
格
化
を
抜
き
に
し
て
は
あ
り
得
な

か
っ
た
こ
と
が
、今
さ
ら
な
が
ら
よ
く
分
か
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
決
し
て
人
類
全
体
を
幸
福

に
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
二
一
世
紀
初
頭

の
そ
れ
と
同
様
に
、
一
七
世
紀
前
半
期
の
「
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
も
、
わ
ず
か
一
人
の

富
豪
を
産
み
出
す
た
め
に
、
九
九
人
の
生
活
を

困
窮
化
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
刊
行
直
前
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（http://w
w
w
.essentialverm

eer.com
/

interview
s_new

sletter/brook_interview
.

htm
l

）
の
一
節
で
、
著
者
は
、
こ
の
時
代
と
現

代
と
の
類
似
性
を
強
調
し
、
た
だ
主
た
る
違
い

は
そ
の
ス
ケ
ー
ル
だ
け
に
す
ぎ
な
い
と
言
い

切
っ
て
い
る
。
見
る
も
の
を
陶
酔
さ
せ
る
名
画

の
背
後
に
は
、
身
の
毛
の
よ
だ
つ
よ
う
な
戦
乱

と
残
虐
な
現
実
が
あ
っ
た
。
そ
の
現
実
を
忘
れ

る
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
読
者
に

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
、
東
洋
史
学
者
の
手
に

な
る
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
論
で
あ
る
。
そ
の
あ
ざ
や

か
な
手
腕
と
博
識
に
は
、脱
帽
す
る
ほ
か
な
い
。

（
も
と
の
・
え
い
い
ち　

早
稲
田
大
学
）


